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 要 旨   
目的： 
女性高血圧者における飲酒と循環器疾患リスクを明らかにする。 

方法： 
EPIC-NL コホートにおいて 10,530 人の女性高血圧者を対象にして、食事摂取頻度の質

問票により評価した飲酒量と循環器疾患の発症リスクの関連を検討した。コックス回帰モ

デルにて、飲酒による純循環器疾患発症の多変量調整ハザード比を算出した。 
結果： 
平均追跡期間 9.4 年の間に冠動脈疾患発症 580 例、脳卒中 254 例（そのうち脳梗塞は 165

例）を確認した。飲酒量と冠動脈疾患発症リスクは負の関連を認め（P=0.009）、非飲酒者

と比較すると、一週間あたり 70-139.9g 飲酒する者の冠動脈疾患発症の多変量調整ハザード

比 HR(95%信頼区間)は 0.72(0.52-1.01)であった。アルコールの種類別に検討すると、赤ワ

インのみが冠動脈疾患発症リスクの減少との関連を認めた。また、脳卒中発症リスクは飲

酒量と U 字型の関連を認め、一週間あたり 5-69.9g 飲酒する者の脳卒中発症ハザード比は

非飲酒者と比較すると 0.65(0.44-0.95)であった。脳梗塞発症についても同様の関連が認め

られ、一週間あたり 5-69.9g 飲酒する者の脳梗塞発症ハザード比は非飲酒者と比較すると

0.56(0.35-0.89)であった。 
結論： 
高血圧女性においても、中等量の飲酒は冠動脈疾患発症リスクの減少をもたらすことを

確認した。また、少量飲酒も脳卒中発症リスクの低下と関連する傾向にある。一般集団に

対するアルコール量についてのガイドラインは高血圧女性についても適用できる。 
 

 




